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１
億
３
８
３
１
万
円

減
額
の
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
８
３

１
万
円
を
減
額
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
業
務
委
託
料

　
１
２
６
９
万
２
千
円(

減
額)

▼
西
根
病
院
事
業
会
計
負
担
金　
１
億

４
０
０
万
円

▼
丑
山
牧
野
森
林
化
業
務
委
託
料　
７

２
５
万
６
千
円(

減
額)

▼
除
雪
業
務
委
託
料　
２
７
５
０
万
円

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
業
務
委

託
料
が
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

当
初
予
定
の
75
％
し
か
受
診
し

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

丑
山
牧
野
森
林
化
業
務
委
託
料

は
、
当
初
１
０
８
０
万
円
の
予

算
で
７
５
２
万
６
千
円
も
減
額

と
な
る
の
は
、
計
画
自
体
が
甘

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
草

地
の
傾
斜
が
急
勾こ
う
配ば
い
で
、
機
械

が
入
れ
な
い
た
め
、
最
終
的
に

取
り
や
め
た
も
の
で
あ
る
。

︻
議
案
第
９
号
︼　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例

︻
議
案
第
１２
号
︼　
平
成
２６
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算︵

第
９
号︶

東
京
電
力
原
発
事
故

損
害
賠
償
の
和
解

　
東
京
電
力
の
原
発
事
故
に
よ
る
２3
・

２4
年
度
の
損
害
賠
償
請
求
の
う
ち
、
5２

万
円
を
和
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

︻
議
案
第
１
号
︼　
和
解
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

４月から安代老人憩の家の
機能も持つ綿帽子温泉館

新
た
に
４
体
育
施
設

体
協
へ
指
定
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
八
幡
平
市
ラ
グ
ビ
ー
場
、
鬼
清
水
球

技
場
、
中
山
ラ
グ
ビ
ー
場
、
中
山
野
球

場
を
八
幡
平
市
体
育
協
会
に
管
理
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
︵
期
間
＝
４
月

１
日
～
平
成
２９
年
３
月
3１
日
︶。

︻
議
案
第
３
号
︼　
八
幡
平
市
ラ
グ
ビ
ー
場
等
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

浅
沢
地
域
道
路
改
良

請
願
は
一
部
採
択　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
道
浅
沢
線
と
県
道
二
戸
五
日
市
線

を
結
ぶ
農
道
と
、
浅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
脇
の
農
道
の
舗
装
改
良
を
求

め
る
内
容
で
す
︵
請
願
者
＝
浅
沢
地
域

振
興
協
議
会
長
・
佐
藤
三
郎
︶

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
審
査

▼
委
員
会
の
審
査
結
果　
一
部
採
択
す

べ
き
も
の
︵
浅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
脇
の
農
道
は
改
良
す
べ
き
で
あ
る

が
、
市
道
浅
沢
線
と
県
道
二
戸
五
日
市

線
を
結
ぶ
農
道
は
道
路
上
に
防
火
水
槽

が
あ
り
、
改
良
し
て
使
用
す
る
に
は
支

障
が
あ
る
︶

▼
本
会
議
議
決
結
果　
一
部
採
択

︻
請
願
第
９
号
︼　
浅
沢
地
域
道
路
改
良
に
関
す

る
請
願
書　
※
平
成
２６
年
継
続
分

医
療
費
助
成
拡
大
を

求
め
て
請
願
採
択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
、
小
学
校
卒
業
ま
で
と
な
っ
て

い
る
八
幡
平
市
の
医
療
費
無
料
化
の
対

象
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

を
求
め
る
内
容
で
す
︵
請
願
者
＝
西
根

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
佐
藤
進
ほ
か
市

内
３
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
︶

■
教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
審
査

▼
委
員
会
の
審
査
結
果　
採
択
す
べ
き

も
の
︵
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め

に
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
大
は
必
要

で
あ
る
︶

▼
本
会
議
の
議
決
結
果　
採
択

︻
請
願
第
２
号
︼　
八
幡
平
市
の
乳
幼
児
、
児
童

医
療
費
助
成
事
業
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

医療費助成を中学卒業まで拡大し
人口減少対策を（松尾中卒業式）

３月定例会

医療費助成中学卒業まで
拡大を求める請願は採択

●会期　２月１8日～３月₂０日（₃１日間)

今回は
市長提出議案　3１件
議員提出議案　１件
請願　　　　　４件

３月定例会最終日︵３月２０日）

ＱＡＱＡ

職
員
給
料
引
き
下
げ

平
均
５
９
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
と
県
の
例
に
準
じ
、
一
般
職
の
給

与
月
額
を
平
均
１
・
7９
％
引
き
下
げ
な

ど
の
改
定
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

︵
３
年
間
は
現
在
の
給
与
が
保
障
︶

︻
議
案
第
１１
号
︼　
八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
八
幡
平
市
企
業
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

土
地
購
入
の
資
金

２
億
円
に
減
額
改
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
土
地
開
発
基
金
の
額
を
５
億
円
か
ら

２
億
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

２
億
円
と
い
う
根
拠
は
。
１
億

円
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
「
大
更
駅
周
辺
の
賑
わ

い
創
出
施
策
」
も
含
め
て
、
２

億
円
は
残
し
て
お
く
べ
き
と
考

え
る
。

︻
議
案
第
８
号
︼　
八
幡
平
市
土
地
開
発
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

綿
帽
子
温
泉
館
は

３
年
間
の
指
定
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
綿
帽
子
温
泉
館
を
八
幡
平
市
産
業
振

興
㈱
に
管
理
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
︵
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成
3０
年
３

月
3１
日
︶。　

︻
議
案
第
２
号
︼　
綿
帽
子
温
泉
館
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ＱＡ

今
後
は
教
育
長
と

教
育
委
員
４
人
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
教
育
委
員
の
定
数
を
４
人
と
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
長
と

教
育
長
を
一
本
化
し
、
市
長
か
ら
任
命

さ
れ
る
新
た
な
教
育
長︵

任
期
３
年︶

が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
整
備
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

昨年１２月１６日の現地調査でも道路
上に防火水槽があることを確認



会派代表質問
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髙
橋
議
員　
八
幡
平
市
と
し
て

田
山
Ｐ
Ａ
︵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
︶
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
︵
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
︶
設
置
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

市
長　
細
野
地
域
へ
の
設
置
検

討
と
並
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
県

と
合
同
で
現
地
調
査
や
意
見
交

換
を
行
っ
て
き
た
。
細
野
地
域

へ
の
設
置
は
平
成
２4
年
に
断
念

し
た
が
、
田
山
Ｐ
Ａ
へ
の
設
置

は
、
今
後
の
設
置
検
討
へ
向
け

て
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
２7

年
度
か
ら
内
部
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

髙
橋
議
員　
田
山
Ｐ
Ａ
へ
の
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
に
向
け
て
の

問
題
点
は
何
か
。

市
長　
２4
時
間
通
行
可
能
で
、

大
型
特
殊
車
両
を
含
む
全
て
の

車
が
通
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
田

山
Ｐ
Ａ
と
国
道
２
８
２
号
を
接

続
す
る
道
路
の
整
備
検
討
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

ハ
チ
マ
ン
タ
イ
ラ
ー
は

す
で
に
市
民
が
公
認
？

髙
橋
議
員　
岩
鷲
護
神
ハ
チ
マ

ン
タ
イ
ラ
ー
を
八
幡
平
市
公
認

ヒ
ー
ロ
ー
に
認
定
し
て
、
商
工

会
青
年
部
の
活
動
を
応
援
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　
ハ
チ
マ
ン
タ
イ
ラ
ー
は
、

す
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公

認
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

髙
橋
議
員　
市
で
公
認
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
活
動
費
用
の

補
助
を
し
て
、
市
の
行
事
な
ど

に
多
く
利
用
で
き
な
い
か
。

市
長　
今
後
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
特
別
な

経
費
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
相

談
に
応
じ
て
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。
ハ
チ
マ
ン
タ
イ
ラ
ー
は
市

の
活
性
化
を
使
命
と
し
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
駆
け
つ
け
、
そ
の

場
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
活
動

目
的
で
あ
り
、
市
で
も
継
続
的

に
支
援
し
、
市
の
観
光
、
物
産

振
興
に
生
か
し
た
い
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

公
用
車
に
設
置
し
て
は

髙
橋
議
員　
市
の
公
用
車
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を

義
務
付
け
て
は
ど
う
か
。

市
長　
先
行
自
治
体
の
導
入
状

況
な
ど
を
調
査
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

スマートＩＣの設置で利便性の向上が期待される田山ＰＡ

●
他
の
質
問
事
項　
新
庁
舎
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
教
育
、
バ
ス
代
高
騰
に

つ
い
て

髙
たか

橋
はし

　守
まもる

 議員

田
山
Ｐパ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
アＡ
に
ス
マ
ー
ト
Ｉイ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジＣ

設
置
検
討
に
向
け
て
準
備
中

（八起会）

※賛成＝○、反対＝●　工藤直道議長は採決に加わりません

平成₂₇年第１回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １3 １4 １5 １６ １7 １８ １９ ２０ ２１

議決結果
工
藤　
隆
一

田
村　
善
男

畠
山　
　
康

井
上　
辰
男

立
花　
安
文

大
森　
力
男

渡
辺　
義
光

工
藤　
　
剛

遠
藤　
公
雄

古
川　
津
好

小
野
寺
昭
一

田
村　
　
孝

山
本　
　
榮

髙
橋　
　
守

髙
橋　
悦
郎

関　
善
次
郎

大
和
田
順
一

髙
橋　
光
幸

米
田　
定
男

北
口　
和
男

伊
藤　
一
彦

議　案
第１１号

八幡平市一般職の職
員の給与に関する条
例及び八幡平市企業
職員の給与の種類及
び基準に関する条例
の一部を改正する条
例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議　案
第１２号

平成２６年度八幡平市
一般会計予算補正予
算(第９号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議　案
第１3号

平成２６年度八幡平市
国民健康保険特別会
計(事業勘定)補正予
算(第３号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議　案
第１６号

平成２６年度八幡平市
国民健康保険西根病
院事業会計補正予算

（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議　案
第２１号

平成２7年度八幡平市
一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議　案
第２２号

平成２7年度八幡平市
国民健康保険特別会
計(事業勘定)予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

請　願
第５号

農業委員会・企業の
農地所有・農協改革
など、「農業改革」
に関する請願

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ 不採択

国
の
緊
急
経
済
対
策

活
用
し
増
額
補
正
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
２
７

５
万
４
千
円
増
額
す
る
も
の
で
、
主
な

歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
定
住
促
進
雇
用
対
策
事
業　
２
０
７

９
万
５
千
円

▼
畜
産
振
興
事
業
（
畜
産
競
争
力
強
化

対
策
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
）　  

８

２
９
３
万
６
千
円

▼
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業
（
共
通
商

品
券
特
典
事
業
費
補
助
金
）　  

７
６
１

０
万
４
千
円

▼
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
設
置
工
事

　
３
１
８
８
万
２
千
円

電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
の
設

置
場
所
は
。

道
の
駅
に
し
ね
と
松
尾
八
幡
平

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
設
置
予

定
で
あ
る
。

上
乗
せ
率
２０
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
販
売
時
期
は
。

４
月
２3
日
発
売
開
始
で
、
３
万

２
５
０
０
セ
ッ
ト
発
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

︻
議
案
第
31
号
︼　
平
成
26
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算︵

第
１０
号︶

ＱＡＱＡ



会派代表質問 会派代表質問

09 №39 08№39

伊
藤
議
員　
４
人
の
部
長
職
を

定
年
延
長
す
る
根
拠
と
な
る
法

の
解
釈
が
合
致
す
る
と
は
思
え

な
い
。「
公
務
の
運
営
に
著
し

い
支
障
が
生
じ
る
と
き
」
と
は

具
体
的
に
何
か
。

市
長　
市
総
合
計
画
な
ど
１０
件

の
計
画
や
条
例
の
制
定
が
あ
る

ほ
か
、
国
体
の
準
備
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
市

政
に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
。

伊
藤
議
員　
２
月
１６
日
の
議
員

全
員
協
議
会
の
説
明
で
、
市
長

が
全
く
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る

と
話
し
た
後
、
副
市
長
は
決
裁

済
み
と
説
明
し
た
。
ど
う
し
て

発
言
が
食
い
違
っ
た
の
か
。

市
長　
私
が
本
人
か
ら
確
認
を

取
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
知

ら
な
い
こ
と
と
発
言
し
た
。

伊
藤
議
員　
市
長
は
、
議
員
全

員
協
議
会
の
開
催
に
否
定
的
な

働
き
掛
け
を
一
部
の
議
員
に
し

た
が
、
そ
の
趣
旨
は
何
か
。

市
長　
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
、
勉
強
会
的
な
も
の
は
議

員
全
員
協
議
会
に
は
な
じ
ま
な

い
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

伊
藤
議
員　
残
る
課
長
た
ち
の

能
力
が
劣
る
か
ら
、
４
人
の
部

長
職
を
定
年
延
長
す
る
の
か
。

副
市
長　
管
理
職
に
就
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
そ
の
よ

う
に
は
考
え
て
い
な
い
。

関  

連  

質  

問

古
川
議
員　
一
つ
の
市
が
一
度

に
４
人
の
定
年
延
長
を
行
う
の

は
全
国
で
も
異
例
で
あ
る
。
他

の
自
治
体
の
調
査
を
し
た
か
。

副
市
長　
調
査
は
し
て
い
な
い
。

古
川
議
員　
地
方
公
務
員
法
の

解
説
本
で
は
、
定
年
延
長
が
認

め
ら
れ
る
の
は
「
何
人
も
納
得

す
る
明
白
な
理
由
が
あ
る
場
合

で
、
余
人
を
も
っ
て
替
え
難
い

能
力
や
特
別
な
事
情
が
あ
る
こ

と
」
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
合

致
す
る
の
か
。

副
市
長　
何
人
も
納
得
す
る
明

白
な
理
由
は
、
計
画
な
ど
の
作

成
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

古
川
議
員　
同
様
の
定
年
延
長

で
、
大
阪
府
池
田
市
で
は
訴
訟

を
起
こ
さ
れ
、
違
法
で
あ
る
と

し
て
市
側
が
敗
訴
し
、
市
長
が

延
長
し
た
職
員
の
給
与
９
４
５

万
円
余
り
を
市
に
弁
償
す
る
判

決
が
出
た
。
こ
の
よ
う
な
判
例

は
調
べ
た
か
。

マスコミにも大きく報じられた定年延長問題

副
市
長　
初
め
て
聞
い
た
の
で
、

裁
判
に
な
っ
た
と
き
に
は
市
の

考
え
を
説
明
す
る
。

●
他
の
質
問
事
項　
観
光
振
興
、

漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

伊
い

藤
とう

一
かず

彦
ひこ

 議員

定
年
延
長
は
法
に
合
致
せ
ず

計
画
な
ど
策
定
の
た
め
必
要

（緑松会）

（関連質問）

古
ふる

川
かわ

津
つ

好
よし

議員

大
和
田
議
員　
地
方
版
総
合
戦

略
策
定
と
、
新
総
合
計
画
策
定

と
の
整
合
性
と
進
め
方
は
。

市
長　
総
合
戦
略
で
人
口
減
少

克
服
、
地
方
創
生
を
目
指
す
施

策
と
事
業
を
先
に
定
め
、
そ
の

後
に
策
定
す
る
市
政
運
営
の
基

本
と
な
る
総
合
計
画
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
整
合
性
は
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
る
。

大
和
田
議
員　
働
く
場
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
策
定
に
当
た

り
、
工
場
誘
致
や
起
業
支
援
、

農
業
、
観
光
、
商
業
振
興
な
ど

各
部
門
で
の
民
間
活
力
の
活
用

と
連
携
、
協
議
も
必
要
で
あ
る
。

市
長　
各
関
係
機
関
で
構
成
す

る
審
議
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、

各
部
門
の
若
い
人
た
ち
と
意
見

交
換
し
て
策
定
に
反
映
さ
せ
る
。

大
和
田
議
員　
人
口
減
少
で
公

共
施
設
整
備
や
維
持
、
更
新
問

題
は
、
市
財
政
に
影
響
す
る
。

総
花
的
に
な
ら
な
い
計
画
の
策

定
が
必
要
だ
と
思
う
。

市
長　
次
期
総
合
計
画
で
予
定

さ
れ
る
施
設
整
備
を
実
施
計
画

に
盛
り
込
む
が
、
人
口
減
に
よ

る
予
算
規
模
の
縮
小
は
避
け
ら

れ
な
く
、
必
要
性
や
費
用
対
効

果
な
ど
十
分
検
討
し
た
い
。

市
外
客
対
象
と
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

大
和
田
議
員　
交
流
人
口
増
に

よ
る
市
の
産
業
振
興
の
た
め
、

市
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
市
内

施
設
で
利
用
で
き
る
「
市
外
客

お
せ
っ
た
い
商
品
券
」
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
県
が
「
ふ
る
さ
と
名
物

商
品
券
・
旅
行
券
」
を
発
行
す

る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
市
独

自
の
取
り
組
み
は
予
定
し
て
い

な
い
。
県
の
事
業
で
市
の
産
業

に
大
き
な
効
果
が
上
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

医
療
費
助
成
制
度
の

現
物
給
付
化
の
導
入

大
和
田
議
員　
県
で
は
、
子
ど

も
や
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
を

窓
口
負
担
の
な
い
現
物
給
付
方

式
を
実
施
す
る
が
、
市
単
独
の

助
成
分
も
導
入
の
検
討
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
平
成
２８
年
８
月
か
ら
県

が
現
物
給
付
化
す
る
方
針
に
伴

い
、
県
基
準
で
の
対
象
外
で
、

市
単
独
事
業
の
対
象
と
な
る
乳

新たな出発の思いの総合計画に
︵２月３日 ･総合計画審議会 ︶

幼
児
の
医
療
費
助
成
も
現
物
給

付
化
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

●
他
の
質
問
事
項　
職
員
の
表

彰
制
度
に
つ
い
て

大
おお

和
わ

田
だ

順
じゅんいち

一 議員

第
２
次
総
合
計
画
の
策
定

人
口
減
少
対
策
に
力
注
ぐ

（新政クラブ）



会派代表質問 会派代表質問

11 №39 10№39

関
議
員　
新
庁
舎
か
ら
発
信
す

る
市
長
の
抱
負
は
。

市
長　
新
庁
舎
は
、
市
民
の
一

体
感
の
醸
成
を
図
り
、
市
の
発

展
の
た
め
の
拠
点
と
位
置
付
け

て
い
る
。
多
目
的
ホ
ー
ル
を
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
、
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

関
議
員　
西
根
と
安
代
庁
舎
の

空
き
室
利
用
計
画
は
。

市
長　
西
根
は
経
済
団
体
に
活

用
を
打
診
し
て
い
る
。
安
代
は

社
会
福
祉
協
議
会
安
代
支
所
の

移
転
を
協
議
し
て
い
る
。

関
議
員　
空
き
室
の
利
活
用
に

は
、
市
民
の
案
で
利
用
で
き
る

の
か
。
そ
れ
と
も
制
限
さ
れ
て

い
る
の
か
。

企
画
総
務
部
長　
西
根
総
合
支

所
は
防
衛
庁
の
補
助
で
作
っ
た

も
の
で
、
事
務
所
と
し
て
の
利

用
だ
け
で
協
議
し
て
い
る
。

平
成
2₈
年
完
全
国
体

リ
ン
ド
ウ
で
Ｐ
Ｒ　

関
議
員　
国
体
で
は
、
本
大
会
、

冬
季
大
会
と
も
リ
ン
ド
ウ
を
使

い
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
冬
季
大
会
は
開
始
式
会

場
を
チ
リ
産
の
リ
ン
ド
ウ
で
、

本
大
会
の
総
合
開
会
式
会
場
に

も
市
の
リ
ン
ド
ウ
を
使
う
こ
と

で
県
と
調
整
し
て
い
る
。

関
議
員　
国
体
に
よ
る
波
及
効

果
を
上
げ
る
た
め
、
行
政
か
ら

の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
２7
年
度
は
各
地
域
で
国

体
開
催
の
機
運
醸
成
と
啓
発
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
地

域
振
興
協
議
会
へ
の
交
付
金
を

増
額
す
る
。

リ
ン
ド
ウ
栽
培
す
る

若
者
た
ち
の
育
成　

関
議
員　
リ
ン
ド
ウ
生
産
に
携

わ
る
若
い
人
た
ち
を
冬
期
間
に

で
も
チ
リ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
視
察
研
修
さ
せ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を

育
成
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
１
人
5０
万
円
ほ
ど
か
か

る
が
、
国
に
継
続
的
な
支
援
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。

畜
産
を
管
理
で
き
る

ヘ
ル
パ
ー
が
必
要　

関
議
員　
畜
産
振
興
の
発
展
に

は
、
飼
育
し
て
い
る
人
に
休
日

新庁舎から花輪線利用促進を発信
（３月１4日・ＪＲ花輪線北森駅自由通路落成式）

を
与
え
る
た
め
に
畜
産
を
管
理

で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
が
重
要
で
は

な
い
か
。

農
政
課
長　
現
在
８
人
い
る
が
、

必
要
に
応
じ
て
人
数
を
増
や
す

こ
と
で
対
応
し
た
い
。

関
せき　ぜん　じ　ろう

善次郎 議員

新
庁
舎
か
ら
の
新
た
な
発
信

市
民
と
行
政
が
よ
り
密
接
に

（自由クラブ）

米
田
議
員　
職
員
の
定
年
延
長

の
制
度
は
、
地
方
公
務
員
法
第

２８
条
の
３
「
定
年
に
よ
る
退
職

の
特
例
」
で
「
退
職
に
よ
り
公

務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
認

め
ら
れ
る
十
分
な
理
由
が
あ
る

と
き
」
を
絶
対
的
な
条
件
に
し

て
い
る
。
特
例
の
適
用
の
判
断

は
任
命
権
者
一
人
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
高
い
客

観
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
市
当
局
が
、
今

回
の
定
年
延
長
の
特
例
の
適
用

が
法
律
に
則
し
て
お
り
妥
当
だ

と
判
断
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

具
体
的
に
は
現
部
長
職
４
人
が

退
職
す
れ
ば
、
そ
の
後
を
担
え

る
職
員
が
現
状
で
は
存
在
し
な

い
と
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
。

市
長　
２7
年
度
は
、
市
総
合
計

画
基
本
構
想
や
前
期
基
本
計
画
、

実
施
計
画
な
ど
１０
件
の
計
画
や

条
例
制
定
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
国
体
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
も
あ
り
、
現
部
長
の
こ

れ
ま
で
の
知
識
を
生
か
し
、
参

画
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

米
田
議
員　
２7
年
度
は
、
国
体

を
含
め
て
大
き
な
仕
事
が
あ
る

の
で
、
定
年
延
長
の
措
置
を
し

た
い
と
い
う
希
望
を
述
べ
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
定
年
延
長
の
法

律
的
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
。

部
長
の
後
継
者
で
あ
る
課
長
級

職
員
な
ど
は
部
長
職
を
担
え
る

能
力
が
な
く
、
現
部
長
と
比
較

す
れ
ば
著
し
く
職
務
の
能
力
が

劣
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る

の
か
。

副
市
長　
課
長
な
ど
に
能
力
が

な
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
、
２7
年
度
が

特
別
な
年
に
な
る
こ
と
を
考
慮

し
て
総
合
的
に
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。

米
田
議
員　
課
長
な
ど
に
部
長

職
を
担
え
る
能
力
が
あ
る
と
認

め
て
い
る
こ
と
で
こ
の
議
論
は

決
着
が
つ
い
て
い
る
。
法
律
は
、

後
継
者
が
職
務
を
担
っ
た
場
合

に
著
し
く
公
務
に
支
障
が
出
る

と
判
断
さ
れ
る
場
合
を
唯
一
絶

対
の
条
件
に
し
て
い
る
。

市
長　
職
員
削
減
の
中
、
危
機

的
状
況
で
あ
り
、
部
長
に
も
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
、
２7
年
度
は

乗
り
き
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

米
田
議
員　
で
は
、
な
ぜ
ほ
か

の
３
人
の
定
年
退
職
者
は
定
年

延
長
を
行
わ
な
い
の
か
。
全
く

矛
盾
で
あ
り
、
平
等
取
り
扱
い

の
原
則
に
反
す
る
こ
と
で
な
る
。

●
他
の
質
問
事
項　
産
廃
最
終

処
分
場
問
題
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
継
続
に
つ
い
て

米
ま い

田
た

定
さ だ

男
お

 議員

定
年
延
長
強
行
は
法
に
反
す

27
年
度
は
特
別
な
１
年
間
に

（日本共産党）

２６年度は定年退職者７人を含む１4人が退職
︵３月 3１日 ･退職者辞令交付式 ︶




